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皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
マ
ナ
ビ
ィ
は
、

　

月
開
催
の
第　

回
全
国
生
涯
学
習
フ

１１

１９

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
Ｐ
Ｒ
で
、
あ
ち
こ
ち
飛

び
回
っ
て
大
忙
し
。
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
声

を
か
け
て
ね
。

　

さ
て
、
県
実
行
委
員
会
で
は
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
現

在
、
協
賛
事
業
と
し
て
登
録
し
て
く
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
ん
だ
。

　

今
回
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

ね
。

開催期間：平成１９年１１月２日�～６日�

全国生涯学習フェスティバル
マスコットキャラクター
「マナビィ」

対 象 事 業

協 賛 の 内 容

協 賛 の 特 典

留 意 事 項

登録申込期限

申 込 方 法

申 込 先

９月１日�～１２月９日�に、県内で行われる講演会、講座、発
表、展示、コンクールなどのイベント。

「第１９回全国生涯学習フェスティバル協賛」、「まなびピア岡山
２００７協賛」の冠名称を付けたイベント実施。

①フェスティバルの大会ガイドブックやホームページでのイベン
　ト内容の紹介。
②イベントのチラシ等でのロゴマークの使用・表示。

登録は無料。
ただし、事業実施に対する経費助成はありません。

�第１次…４月１５日�　�第２次…６月３０日�

郵送、ＦＡＸ、Ｅメールで申込書を提出してください。
ホームページからも申し込みできます。
（申込書は社会教育課にもあります）

第１９回全国生涯学習フェスティバル実行委員会事務局
〒７００－０８２４　岡山市内山下２－５－７丸の内会館
�０８６‐２２１‐５５３０　�０８６‐２２１‐５５６０
Eメール manabipia2007@pref.okayama.lg.jp
ホームページアドレス 
http://www.pref.okayama.jp/manabipia/

■問い合わせ　社会教育課生涯学習係（��９０８３）

マナビィ通信マナビ ィ通信 その�

し
、
町
の
面
積
は　

・　

�
。
人

８８

０５

口
は
約
６
８
０
０
人
で
す
。

　

町
名
の
由
来
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
砂
多
き
川
」を
意
味
す
る「
ナ
ヱ
」

が
転
訛
し
た
も
の
。

　

「
思
い
や
り
明
日
へ
」を
テ
ー
マ

に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
重
点

を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
・
道
路
の

交
通
網
が
充
実
し
て
お
り
、
生
活

環
境
や
流
通
、
企
業
立
地
な
ど
の

面
に
も
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

市
は
、
北
海
道
奈
井
江
町
と
旧
成

羽
町
が
昭
和　

年
に
締
結
し
た
友
好

５７

都
市
提
携
を
、
市
町
村
合
併
に
よ
り

「
高
梁
市
」
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
、改
め
て
締
結
し
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
秋
岡
市
長
、
長
原
議

２２

長
が
同
町
を
訪
問
。
同
町
の
北
良
治

町
長
、
笹
木
正
男
町
議
会
議
長
と
と

も
に
、
協
約
書
に
署
名
し
、
今
後
の

さ
ら
な
る
交
流
と
連
携
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

　

奈
井
江
町
と
は
、
小
・
中
学
生
の

相
互
派
遣
な
ど
、
教
育
・
文
化
を
は

じ
め
と
す
る
各
分
野
で
の
積
極
的
な

交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
井
江
町
は
、
道
央
空
知
の
中
心

部
、
石
狩
平
野
の
や
や
北
部
に
位
置

北海道奈井江町と再締結
友好都市提携

調印式の様子

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日

か
ら
、「
助
役
」
の
呼
称
が
「
副
市
長
」
に
変

わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
役
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
新

た
に
「
会
計
管
理
者
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
梁
市
公
金
口
座
の
名
義
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
う

事
務
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▽
変
更
前
…
高
梁
市
助
役

▽
変
更
後
…
高
梁
市
会
計
管
理
者

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係
（
�
�
０

２
０
５
）、
会
計
課
（
�
�
０
２
７
１
）

「
助
役
」の
呼
称
を「
副
市
長
」に
変
更
、

新
た
に「
会
計
管
理
者
」を
設
置
し
ま
す
。

４月から

協賛事業を募集しています
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家
庭
学
校
と
共
に

　

明
治　

（
１
８
９
９
）
年　

月
、

３２

１１

　

歳
の
留
岡
幸
助
は
東
京
の
自
然

３５林
に
富
む
巣
鴨
村
に
念
願
の
家
庭

学
校
を
創
立
し
た
。
翌
年
生
徒
一

人
、
教
頭
一
人
、
校
長
と
そ
の
家

族
で
の
出
発
で
あ
る
。
こ
の
一
人

の
生
徒
を
可
愛
が
っ
て
い
た
妻
夏

子
は
４
月
に　

歳
で
亡
く
な
っ

３４

た
。
そ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、

校
舎
建
設
の
寄
付
金
集
め
に
奔

走
、次
々
と
家
庭
舎
が
建
て
ら
れ
、

生
徒
も
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

家
庭
学
校
で
は
多
く
の
課
題
を

持
っ
た
８
〜　

歳
の
少
年
を
受
け

１６

入
れ
、
生
活
を
共
に
し
て
指
導
す

る
。
日
課
は
５
時
半
起
床
、
６
時

礼
拝
、
８
〜　

時
授
業
、　

〜　

１２

１３

１７

時
作
業
、
夕
食
、
休
憩
の
後
自
習

し　

時
就
寝
と
な
る
。
感
化
教
育

２０
の
三
要
素
と
し
て
、
よ
く
働
き
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
る
こ
と
を
実

践
し
た
。
教
師
と
生
徒
の
共
同
生

活
は
苦
闘
の
連
続
で
、
さ
ぼ
り
、

う
そ
つ
き
、
脱
走
な
ど
、
身
に
つ

い
た
悪
癖
を
持
つ
子
と
闘
う
毎
日

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
敷
地
内
に
苦
学

生
を
援
助
す
る
思
斉
塾
や
教
師
養

成
の
慈
善
事
業
師
範
部
も
併
設
し

た
。

　

明
治　

年
か
ら
半
年
程
、
社
会

３６

事
業
視
察
の
た
め
渡
欧
し
、
先
進

国
の
監
獄
制
度
、
感
化
事
業
を
学

ん
で
帰
っ
て
い
る
。
明
治　

年
に

３８

は
、
月
刊
誌
「
人
道
」
を
創
刊
、

病
に
倒
れ
る
ま
で
の　

年
間
、
社

２７

会
問
題
、
感
化
教
育
の
大
切
さ
を

論
じ
続
け
た
。

　

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
、
創

立
十
五
周
年
記
念
式
を
徳
富
蘇
峰

な
ど
多
く
の
援
助
者
を
招
い
て
盛

大
に
行
っ
た
。
こ
の
年
ま
で
に
入

学
者
は
２
３
０
名
を
数
え
、
そ
の

う
ち
退
学
者　

名
、
逃
亡　

名
は

３２

２３

出
た
が
、
約
７
割
の
改
善
率
を
果

た
し
、
無
事
社
会
に
出
て
活
躍
し

た
人
が
１
１
９
名
と
い
う
成
果
を

見
た
。
こ
の
経
験
か
ら
強
い
自
信

を
持
ち
、「
宿
願
の
新
農
村
の
建
設

と
感
化
事
業
に
余
生
を
捧
げ
た

い
」と
雄
大
な
事
業
に
着
手
す
る
。

大
自
然
は
人
間
を
育
て
て
く
れ
る

と
確
信
、
北
海
道
を
選
ん
だ
。

　

大
正
２
年
９
月
、
土
地
選
定
の

た
め
北
海
道
に
旅
立
ち
、北
海
道
・

遠
軽
の
地
に
広
大
な
千
町
歩
余
り

の
原
野（
社
名
淵
七
百
五
十
町
歩
、

白
老
三
百
町
歩
）
を
四
千
三
百
円

余
り
で
払
い
下
げ
を
受
け
、
感
化

農
場
を
開
拓
経
営
す
る
。

　

家
庭
学
校
教
師
の
鈴
木
良
吉

（
東
北
大
、
農
出
身
）
と
生
徒
３

人
は
先
遣
隊
と
し
て
出
発
、
一
軒

の
小
屋
を
作
り
幸
助
を
待
っ
た
。

鈴
木
は
幸
助
が
連
れ
て
き
た
姪
の

吉
田
け
い
と
結
婚
し
、
こ
の
地
に

根
を
下
ろ
す
。
大
正
３
年
８
月　
２４

日
、近
隣
の
人
々
に
来
て
も
ら
い
、

原
野
で
家
庭
学
校
北
海
道
分
校
の

開
場
式
を
行
う
。
未
開
の
原
野
で

野
ね
ず
み
、
蜂
と
戦
っ
て
土
地
を

開
い
て
い
っ
た
。

　

大
正
８
年
、
礼
拝
堂
が
竣
工
、

こ
れ
を
中
心
に
掬
泉
寮
な
ど
家
庭

で
学
校
の
寮
校
舎
が
成
立
、
農
具

舎
、
牛
舎
な
ど
の
新
農
場
施
設
も

作
ら
れ
る
。
周
辺
に
は
小
作
地
が

広
が
る
。
幸
助
は
小
作
人
を
入
れ

た
新
農
場
を
作
り
、
そ
の
収
入
で

家
庭
学
校
の
生
徒
を
育
て
る
計
画

で
あ
っ
た
。

　

大
正　

年
、
家
庭
学
校
の
開
墾

１１

地
は
二
百
三
十
町
歩
、
乳
牛　

頭
３０

で
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
の
生
産
、
百

町
歩
の
山
林
へ
の
植
林
も
始
ま

る
。
生
徒
は
自
然
と
労
働
の
中
で

人
間
性
豊
か
に
育
ち
、
悪
さ
を
す

る
生
徒
は
東
京
に
返
す
と
言
っ
た

ら
お
と
な
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

昭
和
６（
１
９
３
１
）年
、巣
鴨

の
家
庭
学
校
で
行
わ
れ
た
奉
教
五

十
年
の
感
謝
会
後
、幸
助
は
２
度

目
の
脳
出
血
で
倒
れ
、７
月
に
巣

鴨
の
土
地
は
売
却
、家
庭
学
校
長

を
牧
野
虎
次
に
ま
か
せ
、名
誉
校

長
と
な
っ
た
が
、昭
和
９
年
２
月

５
日
、　

歳
で
天
国
に
旅
立
っ
た
。

７０

　

高
梁
の
地
に
育
ち
、
神
の
愛
に

救
わ
れ
、
多
く
の
人
々
の
支
援
を

得
て
、
人
々
を
悪
か
ら
救
お
う
と

監
獄
改
善
か
ら
感
化
事
業
へ
と
進

ん
だ
。
家
庭
学
校
を
始
め
て
、
一

路
白
頭
に
到
る
ま
で
努
力
し
た
人

生
で
あ
っ
た
。　

 

（
文
･
児
玉　

享
さ
ん
）

留
岡
幸
助�

5

最
終
回�

留
岡
幸
助
の
著
作
の
一
つ
「
家
庭
学
校
」

北海道家庭学校の礼拝堂


